2023年2月6日改定
電子情報通信学会フェロー推薦書

※下記様式に従い、各項目を満す書類を作成し、御郵送ください。
１.フェロー候補者
氏名　　　　　　　　　　　　　　　
NAME　　　　　　             　　　
※右の記載例に則り記載のこと　＜記載例＞氏名：電子　太郎　→　NAME：Taro DENSHI
　 勤務先及び役職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 連絡先住所　□自宅　　□勤務先
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 生年月日　西暦　　　年　　月　　日
　 電子情報通信学会会員番号　　　　　　　　　　　　　
　 電話番号　　　　（　　　　）　　　　　　　　　　　　
　 ファックス番号　（　　　　）　　　　　　　　　　　
　 メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 シニア会員称号贈呈年　西暦　　　　　年

２.対象ソサイエティ
推薦書を提出するソサイエティを１つチェック
□基礎・境界ソサイエティ／ＮＯＬＴＡソサイエティ
□通信ソサイエティ
□エレクトロニクスソサイエティ
□情報・システムソサイエティ

３.学歴

４.職歴
（記載例　　年～　　年　　　　　　勤務先　　　　　　職歴）
・現職から始め、順次過去の職歴を遡及して記述
・各々の職歴における地位、それに伴う責任及び権限を簡潔に記述
・１つの組織の永年勤続の場合には、必ずしも全ての職歴の記載は不要。最も重要もしくは関連する事項を記載

５.推薦カテゴリー
・下の４項目について、候補者の貢献が最も顕著と、推薦者が考える項目１つのみをチェック
□ A:工学的・科学的先駆者　　   □　B: 教育者　　　　　□　C:技術開発リーダー　　　　　□　D: 学会活動推進者
(Engineering or Scientific Pioneer)　　　　(Educator)　　　　（Leader in Technical Development)　　(Promoter of Institute Activities)

６.推薦タイトル（和英両方表記）
・あまり大きな領域になりすぎること無く、適正な範囲で、出来るだけ具体的に明記すること
・記述は完全・正確・中庸かつ要点をついたもの
・内容の乏しい美辞麗句の羅列、略号、会員全体に通じない専門用語は避ける
・下記フェロー賞状文の○（30字以内。句読点や英数字も1文字と数えます。）に当てはめても、おかしくないようにする
あなたは○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○においてきわめて顕著な功績をあげられました
よって本会規則第２条によりフェローの称号を贈呈いたします
悪い例：『○○への貢献（業績）』、『○○における貢献（業績）』、『○○に関する貢献（業績）』、等
・和英推薦タイトルは原則お書き頂いたまま掲載されますが、委員会で修正をお願いすることもあります

７.フェロー候補者の貢献
下記からカテゴリーに準じた貢献を選び、貢献内容を総字数1000文字以内で簡潔に記載してください。別途、本項の末尾に、貢献の要約を100文字以内で明記してください。

・[カテゴリーＡ］学問・技術面における先駆的な業績による学会への貢献
・［カテゴリーＢ］教育をとおして電子情報通信分野で活躍する人材を輩出することによる貢献
・［カテゴリーＣ］技術開発をとおしての電子情報通信分野への貢献
・［カテゴリーＤ］本会及び関連学協会の事業への積極的な寄与をとおしての電子情報通信分野への貢献

（注意事項）
・上記の業績・貢献は、フェロー候補者個人のものであること
・国際的、国内的、及び専門分野の見地から業績の価値、評価を各々区別して可能な限り定量的に明記のこと

８. 貢献を実証するエビデンスの提示
　選んだカテゴリーに準じた貢献ひとつについて具体的に業績を述べエビデンスを提示してください。
［カテゴリーＡ］学問・技術面における先駆的な業績による貢献
　ここは、A:工学的・科学的先駆者の業績の例示
・最重要な業績を３つ以内で列挙し、各々についての学問的・技術的な先駆性・重要性を総字数2000字以内で述べること
・（補足）の4項目に分類して、一業績あたり5件まで、総数15件以内の文献等を列挙すること

［カテゴリーＢ］教育をとおして電子情報通信分野で活躍する人材を輩出することによる貢献
　ここは、B:教育者に対応する業績の例示
・最重要な業績を３つ以内で列挙し、各々について活動成果を実証する具体的な情報とともにその重要性を総字数2000字以内で述べること
・（補足）の4項目に分類して、一業績あたり5件まで、総数15件以内の文献等を列挙すること

［カテゴリーＣ］技術開発をとおしての電子情報通信分野への貢献
　ここは、C:技術開発リーダー　（実用化・標準化活動、起業、等を含む）に対応する業績の例示
・最重要な業績を３つ以内で列挙し、各々について活動成果を実証する具体的な情報とともにその重要性を総字数2000字以内で述べること
・（補足）の4項目に分類して、一業績あたり5件まで、総数15件以内の文献等を列挙すること

［カテゴリーＤ］本会及び関連学協会の事業への積極的な寄与をとおしての電子情報通信分野への貢献
ここは、D:学会活動推進者　に対応する業績の例示
・最重要な業績を３つ以内で列挙し、各々について活動成果を実証する具体的な情報とともにその重要性を総字数2000字以内で述べること
・（補足）の4項目に分類して、一業績あたり5件まで、総数15件以内の文献等を列挙すること

［特記］
（1）受賞（本会以外からの賞も含む）
（2）選んだカテゴリー以外の業績
選んだカテゴリー以外で顕著な業績は簡潔に総字数200字以内で記載できる。ない場合は、記載しなくて良い。

（補足）

◆特許
　以下の事項を記載のこと（取得特許関係書類のコピー等は添付しないこと）
　・特許番号
　・特許の対象
　・特許登録日
　・特許発行の国名
　・共同発明者氏名
　・特許の適用範囲
◆技術成果発表
　・出版物として残らない発表は含めない
　・実証具体例の現物は添付しないこと
◆技術的著作物、報告書
　・外部に公表されない企業の内部報告書については、検証を可能にするため、報告書名等を明記のこと
　・共同著作物あるいは共同報告の場合には、共同著者名、又は報告者名と各々の役割分担を明記のこと
　・また共同著作物あるいは共同報告の場合には、候補者の貢献度合いを明記のこと（主著者等）
　・実証具体例の現物は添付しないこと
◆その他
　フェロー候補者の業績、貢献が、製品、システム、設備又は施設の開発、製品の実際面への適用、又はサービスの提供等の場合には、その活動成果を実証する具体的情報を提供すること

９．学会への貢献活動

貢献活動があれば、記載してください。多い場合は主なものだけでよい。
（電子情報通信学会への貢献活動）

・電子情報通信学会において務めた役職（支部、国際セクションを含む）
・電子情報通信学会における所属委員会等
・電子情報通信学会が主催又は共催する国際学会・コンファレンス等において務めた役職
・電子情報通信学会の活動に広く、かつ著しい貢献のあるソフトウェア、サービス等の提供

（関連学協会における貢献活動）

・電子情報通信学会外において務めた役職
・電子情報通信学会外における所属委員会等

10．評価者（名誉員・フェロー）
注意：名誉員・フェローであっても評価者になれない人
※推薦受付締切日の6月30日時点で下記の任期中の者（就任予定含む）
・本会現職理事　・フェローノミネーション委員会委員長，委員
・候補者と同一ソサイエティ議決機関の構成メンバー
・候補者と同一ソサイエティのフェロー推薦委員会委員長，委員

１）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふりがな　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 電子情報通信学会会員番号　　　　　　　　　　　　　　　（名誉員／フェロー）
　 フェロー称号贈呈年　西暦　　　　　年
　 電子情報通信学会における役歴等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 連絡先住所　□自宅　　□勤務先
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　
　 生年月日　西暦　　　年　　月　　日
　 電話番号　　　　（　　　　）　　　　　　　　　　　　
　 ファックス番号　（　　　　）　　　　　　　　　　　
　 メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふりがな　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 電子情報通信学会会員番号　　　　　　　　　　　　　　　（名誉員／フェロー）
　 フェロー称号贈呈年　西暦　　　　　年
　 電子情報通信学会における役歴等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 連絡先住所　□自宅　　□勤務先
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属　　　　　　　　　　　　　　
　 生年月日　西暦　　　年　　月　　日
　 電話番号　　　　（　　　　）　　　　　　　　　　　　
　 ファックス番号　（　　　　）　　　　　　　　　　　
　 メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふりがな　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 電子情報通信学会会員番号　　　　　　　　　　　　　　　（名誉員／フェロー）
　 フェロー称号贈呈年　西暦　　　　　年
　 電子情報通信学会における役歴等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 連絡先住所　□自宅　　□勤務先
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属　　　　　　　　　　　　　　
　 生年月日　西暦　　　年　　月　　日
　 電話番号　　　　（　　　　）　　　　　　　　　　　　
　 ファックス番号　（　　　　）　　　　　　　　　　　
　 メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　

11. 推薦者（累計在籍年数10年以上の正員・名誉員と海外セクション代表者）
※在籍年数は提出期限である6月30日までの在籍月数を積算し，12ヵ月を1年とし，端数月数は切り捨てる
注意：上記の正員・名誉員と海外セクション代表者であっても推薦者になれない人
※推薦受付締切日の6月30日時点で下記の任期中の者（就任予定含む）
・候補者と同一ソサイエティ議決機関の構成メンバー
・候補者と同一ソサイエティのフェロー推薦委員会委員長，委員

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふりがな　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 
サイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日付　　　　　　　　　
　 電子情報通信学会会員番号　　　　　　　　　　　　　　　会員種別（名誉員／正員）
　 電子情報通信学会における役歴等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 連絡先住所　□自宅　　□勤務先
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　　
　 生年月日　西暦　　　年　　月　　日
　 電話番号　　　　（　　　　）　　　　　　　　　　　　
　 ファックス番号　（　　　　）　　　　　　　　　　　
　 メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上

